
大きな行事が終わって 

ふるさと津島・あかつきの日について 

 

 

 

 

 あかるく かがやく つしまの きぼうのおか 

 

 

 

 3年生は修学旅行、2年生は職場体

験学習と学校行事の中でも生徒が楽

しみしていた学校行事が終わりまし

た。教職員が、企画、準備、当日、振

り返りと生徒のために行ってきまし

た。この行事で学んだ経験や体験を今

後の学校生活などで生かしてほしい

と願っています。また、ご家族の皆様

方のご理解、ご協力にも感謝申し上げ

ます。詳細などは、学校のＨＰに掲載

してありますのでご覧ください。朝礼

でも生徒に伝えましたが、日頃から合

言葉にしている「凡事徹底」等が校外

でも意識されており大変立派でした。 

５月末には全学年定期テストを行いました。１年生にとっては、はじめての体験で、緊

張した雰囲気の中で真剣に向き合っていました。その後、担任と個別に教育相談を行いま

した。そして、昨日からはじめた三者懇談を踏まえ、今後の学習や生活のあり方を振り返

ってほしいと思います。 

 

 

 

本校のコミュニティ・スクールの特色の一つが、「ふるさと津島

・あかつきの日」の取組です。「地域を愛し、地域から学び、地域

に貢献できる生徒の育成」をめざして学校運営協議会の委員の皆様

方が中心となって活動していただいています。 

そして、今年は、６月２０日（金）の１１時３０分から体育館に

て「聞いて、感じて、知る！津島の伝統音楽」をテーマに堀田正幸

様から講演をいただきます。堀田様は、津島神社の宮司をされてみえる方で、昨年度も貴

重な資料をもとに「天王祭」についてお話していただいた方です。保護者の皆様の参加も

お待ちしています。 

 

【紹介したい言葉】稲盛和夫さんの言葉（京セラ、現ＫＤＤＩ創業者） 

｢誰にでもできることを、誰にでもできないくらい続ける｣ 

※ 日常の平凡な努力を続けることがいかに力になるかを伝えていると考えます。まさ

に本校の凡事徹底です。成功や成果は短い期間では得られにくいものです。地道な努

力を続ける皆さんを先生たちは応援しています。 

津島市立暁中学校便り１０号 

令和７年６月１８日（水） 

「大屋根リングを歩いて」「下から見ると」 

日本館「火星の石」と「藻のカーテン」 


